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　今号の特集は，根尾昌志先生が編集した「脊椎脊髄外科にお
ける最新の超音波診断」です．超音波検査が脊椎脊髄の術中診
断に導入された頃，硬膜を通して脊髄の拍動がみえたことにと
ても感激したことを思い出します．脊髄そのものが拍動してい
るのでなく，脊髄周囲の血管の拍動の影響なのですが，いかに
も脊髄が生きているようにみえ，別世界をみている気がしまし
た．そして，硬膜を介して脊髄の除圧が真に達成できているか
の判定が可能になったこと（胸椎後縦靭帯骨化症後方手術にお
いて特に有用）や，硬膜を介して硬膜内腫瘍の局在，脊髄を介
して髄内腫瘍の局在も把握しながら脊髄腫瘍摘出手術ができる
ようにもなりました．
　そして現在，超音波検査はどの科においても大変一般的な検
査となりました．脊椎脊髄外科においても手術支援器機として
だけでなく，いろいろな方面での臨床応用がされるようになり
ました．今回はその新技術・臨床応用が紹介されており，著者
の皆様のおかげで新たな「脊椎脊髄外科における最新の超音波
診断」を勉強する機会を提供していただきました．
　なお私事で恐縮ですが，今号の編集後記をもちまして本誌の
編集委員長を退くことになりました．読者の皆様，編集委員の
先生方，執筆者の先生方，そして三輪書店の関係者の皆様あり
がとうございました．本誌は 1988 年に創刊され，わが国唯一の
脊椎脊髄病専門誌で，当時珍しかった総説主体の学術商業誌で
した．私は 1994 年以降，愛読者モニターのひとりとして，2000
年以降は編集幹事会として実際の編集に参加させていただきま
した．おかげさまで多くのことを勉強させていただく機会を得
ました．実臨床では，上級医，指導医に対する病態と現状，治
療法選択の説明手段として本誌を汎用させていただきました．
幸いなことに，わが国の脊椎脊髄病関連の進歩はとどまること
なく，企画の枯渇は皆無でした．今後の本誌の発展ならびに皆
様方のご活躍を祈念して御礼の挨拶とさせていただきます．あ
りがとうございました．最後に，新型コロナウイルス問題で社
会的に大変な時期でもあります．ご自愛ください．
 （德橋泰明）
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